
 

産業発展論（川 端）演習 

 

１  テーマ 世界と日本を動かす産業の構造とダイナミズムを分析する。産業発展論は、

時間の経過に即した産業の変化を取り扱う科目です。 

 

２ テキスト 未定。まず日本経済に関する本を材料に現代資本主義論の考え方を学び、

それから産業研究の専門書を読みます。2012年度は震災からの産業復興という課題を重視

し，竹中平蔵・船橋洋一編著『日本大災害の教訓』などを用いました。続いて業界分析の

方法論を学び，各人による報告に進みます。2012年度はマイケル・ポーター「[改訂]競争

の戦略」「「共通価値の戦略」を用いました。 

 

３  趣  旨 （１）企業・業界分析ができるようになろう！ （２）プレゼンテーショ

ンとレポート作成ができるようになろう！ （３）根拠のある自信をもって世界を語れる

ようになろう！ 

 

４ 募集人員    4月進級者、編入学者、10月進級者合計 7名を目安とします。     

 

５ 参加条件 

 ①無断欠席絶対不可。②ワード、エクセル、パワーポイント、インターネットメールを

使います。ゼミに入ってから練習してもまにあいます。③川端担当年度の「企業論」も受

講してください。④当ゼミは経済学ベースですが、経営学と重複する部分も少なくありま

せん。⑤経済数学は必要ありません。⑥よく読み、よく語ろうとする姿勢が必要です。 

 

６ 選考方法（４月進級予定者） 

 第１，2次募集では、計 7名まで無条件で受け入れます。7名を超えたときだけ選抜を行

います。第 3次募集は、2次募集までの参加決定者が 4名以下の場合のみ行い、個別に面

談して決定します。 

 

７ 運営方針 

 (1)ゼミ生が書いたものを形にすることを重視します。そのためにゼミ誌『研究調査シリ

ーズ』があり、演習論文や調査報告を掲載します。(2)当ゼミは定性的分析、ケース・スタ

ディが中心です。ひとつひとつの業界の出来事や企業の行動を理解し、そこにどういう経

済的・社会的意義があるかを探ります。(3)当ゼミでは近代経済学、マルクス経済学、経営

学のいずれをベースにしても議論できます。(4)2月に打ち合わせを行い、春休みのレポー



 

ト課題を出します。(5)ゼミの内容は、以下の３つが中心です。a)テキスト輪読。b)各自の

業界研究。c)セミナーや見学旅行の企画や記録作成の会議。d)卒論の報告。(6)学生の研究

計画を書籍購入等で支援します。(7)前任教授時代から 40年以上続くＯＢ・ＯＧ会があり、

年に１回「現代産業研究会」を行っています（自主ゼミの工業経済研究会と合同）。各界で

活躍されている卒業生や研究者の講演を聞き、交流できます。(8)様々な企業を年１回以上

見学します。2012年度はセキスイハイム工業，東北リコーを訪問しました。 

 

８ 担当教員の主要な研究業績 

 『東アジア鉄鋼業の構造とダイナミズム』ミネルヴァ書房、2005年など。主に東アジア

の産業について研究しており、日本、韓国、中国、タイ、ベトナムなどで実態調査を行っ

ています。 

  

９ 指導教員が薦める本 自分が面白いと思った本を読んでください。 

   

10 「ゼミ見学」の可否 歓迎。金曜日 14時 40分に第８演習室へ来てください。途中退

室・入室可。 

   

11 10月進級者に対する特記事項 なし。 

   

12 そ の 他 

 教員のウェブサイトを見て、自分の関心とゼミの内容を比較してみてください。メール

による問い合わせも受け付けます。kawabata@econ.tohoku.ac.jpです。 

 演習論文で研究したい業種・企業は自由に選べます。過去のテーマは、ウェブサイトの

『研究調査シリーズ』紹介ページを見てください。 

 就職先実績はメーカー（自動車、重機、鉄鋼、素材、医薬品、化学、エレクトロニクス）、

金融・証券、サービス（鉄道、不動産、テレビ局、コンサル、大学職員）、公務員など多岐

にわたっています。 

 2012年度第 1学期のゼミ参加者は 17名（4年生×7、3年生×8、院生×1、研究生 1）（男

性×15、女性×2）。ゼミ生の懇親会も盛んですが、飲酒を強要することはありません。 

 

 本気で学び、語り、書こうとする人を待っています。 


